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１． 概要 このソフトは何が出来るのか？ 

特徴などの概要です。 

SDR Console は SDR で受信するための SDR#、HDSDR

などと同様な一般的な受信ソフトです。これにいく

つかのオプションを組み合わせて使用できます。そ

の中にサテライトオプションがあります。何でも良

いので SDR を準備してください。私は RTL Dongle 

USB（数千円の安いの）も使っています。ただし感度

が悪いのでしっかりしたプリアンプ（受信する周波

数の共振回路の入った物）が前段に必需品です。SDR 

Console の一番の特徴はデータ受信に適していま

す。受信した IQ データを保存して後から周波数、モ

ードを変えて再生しデータ解析ができます。 

＊アンテナの制御は SDR Console から Orbitron フ

ォーマット

（Orbitron:SNxxxxAZ173.5EL0.0DNxxxxxxUPxxxxxx）

の出力が出ます。これをソフト WISP-DDE を中継して

アンテナコントローラーに送り行います。 

＊外部送信機の周波数トラッキングも出来ます。こ

の DNxxxxxxUPxxxxxx を使い、ソフト OmuniRig を介

してリグの CAT（CI-V）を動かします。（ただし送信

周波数は衛星の受信周波数になる様にしか制御でき

ません。） 

 受信した音データを同じ PC 内の Sound modem など

で処理してデータにできます。私の IO-117 の運用は

SDR Console で受信して IC-9700 で送信していま

す。 

＊重要！！ 周波数トラッキングを行っているとき

に周波数表示は変わりません。地上波の周波数が変

化しているのでトラッキングがわかります。SDR の周

波数をずらせばその周波数でトラッキングします。 

＋＋＋＋ 

２．始めにソフトをインストールします。 

SDR Console：https://www.sdr-

radio.com/download#Select32or64Bit  

（犬に餌をやって欲しいとのこと、私は 2度餌やり

をしました。） 

分かりにくいですが下の方にあります。いくつか

C++のソフトが足りなくて取りに行くと思います。す

べてを「OK」で進めてください。 

最新版 Beta 版 Ver3.3 を使っています。Pluto など

の Driver インストールが簡単に出来る様になりまし

た。 

 

  

 

＊Definitions を押して Search で自分の SDR を登

録します。（例は RLT Dongle USB） 

 



＊SDR とバンド幅を決めます。PC の負担にならな

いように最低にしています。IQ データのレコードは

この周波数幅で行います。 

 

これで SDR が動き受信できます。FM 放送などを聞い

て確認ください。 

いろいろ動かすと感度の調整、モードの設定などで

きます。新しい Ver では Wide-U（ワイド USB 最大

40KHz 幅）が設定できます。 

３．Satellite オプションを入れます。 

SDR Console＞View ＞option  

 

 

 

ここの External Radio は SDR 受信の補助用です。

Satellite には関係しません。 

Satellites を入れます。 

（CW Skimmer も入れられます。） 

 

More Option を押すと Satellites があります。こ

れを起動します。 

こんな衛星トラッキング画面が出ます。 

ここからはこれを中心に説明します。 

＊＊設定画面に行きます。「ギアーマーク」

 

 

a) まずは自分の位置、Appearance は地図のデザイ

ンを入力してください 

b) Recording で IQ データのレコード、 

Enable で On/Off とフォルダーを設定します。衛

星の AOS でレコードが始まり LOS で終わります。

 



この設定では「AutomaticSchedule」「 Passes」 

で指定した衛星が AOS になったとき IQ データを指定

したフォルダーに保存し LOS で閉じます。 

＊保存の帯域は何も指定が無いと、SDR の設定値で

す。（SDR の表示中心周波数で帯域下記の様に 500KHz

です。）

 

＊＊あるいは４．に書きます衛星ごとに設定できま

す。

 

 注意！！AOS 後途中で衛星を指定してもレコードさ

れません。 

強制レコードするにはメイン画面の Rec/Playback

で右のレコードボタンでスタートできます。（左は音

のレコードです。） 

  

レコードされたデータにはタイトルに衛星名が入

ります。 

 

再生するときには ８）を読んでください。 

 

c)  Satellites の設定は 

  Favorites いつも使う衛星の情報入力。 

 （今までに設定したことが無い） 

d) Keplerian Data どこの Web から何時間おきに

採って来るかの設定で、これを行うと自動的に更

新されています。（時間を短くしても Web 側の更新

が少ないとズレルこともあります。） 

e) Name、 Organaiser, Status は衛星の個々の 

設定、変更したことが無い。 

f)  Announce Mentes は衛星が来る前 2分、1分に 

アナウンスしてくれます。日本語にしてもたどた

どしい英語のままです 

g) Doppler 計算の開始、終わりの設定 

 Fromat は位置データの出力で Orbitron を選びま



す。Rotator の開始、終了の設定です。ここに WISP-

DDE について書かれています。（後でもう一度書きま

す。）

 

h) Serial Ports は PC が使っている PORT 状態を表示

します。 

＋＋ 

４．衛星個々を受信設定します。 

Satellites1 List を開きます Select で衛星を選

んで追加します。 

 

Browse で衛星を探します。FO-118 などを選んで Add 

to list をクリックして OK 

登録のない衛星（打ちあがったばかりの衛星）につ

いては別途書きます。（面倒です。） 

  

 

 

4-2 次に Current に周波数モードを登録します。 

 

Organise をクリック



 

受信設定は RX,External TX 設定は TX で設定しま

す。 

 

 

この程度を入力、いろいろなモードなどを登録し

て切り替えて使うことが出来ます。例えば CW、GMSK

を別々に登録して衛星の出力モードに合わせて切り

替えます。上に書かれたものが優先（自動受信の周

波数モード）です。最後に下に出る OK（OK が 2 か所

あります。）を必ず押してください。TX は UP-LINK 周

波数の登録ができます。 

 

５．受信の説明です。 

 

 Passes を押すと Satellite List に選ばれた衛星

が来る時間などを表示してくれます。 

 使いたい衛星をクリックするとその衛星をトラ

ッキングしてくれます。 

 View as Text で 96h までの予定表を出してくれ

ます。私は PC の日にちを変更して先の日の予定

を出しています。

 
 Automatic Scheduler Automatic LIST にある衛

星をすべてトラッキングしてくれます。

Automatic Scheduler をクリックします。

Automatic List が出て来て、この時間順にトラ

ッキング、受信してくれます。Organise で一番

上に指定した周波数、モードです。IQ のレコー

ドは Organise で指定した Center 周波数の SDR

設定のバンド幅をレコードします。PC のデータ

容量に注意してください。比較的早くいっぱい

になります。 

 



 

ここで Schedule をクリックすると Passes で登

録した Satellites List が出ます。 

（抜けが有るときは Refersh を押してください） 

 

Automatic でトラッキングしたい衛星を選びます 

LIST の上に表示されている衛星が優先されま

す。衛星選んで上下変更します。

 

 衛星打ち上げ初期ではズレルことも有るので

ここにマークしています。「OK」押してくださ

い。無人でのレコーディングに便利な機能で

す。 

６.ローテータ制御 

まずは「Wisp-DDE」をインストールします。

https://wisp-dde-

client.software.informer.com/download/ 

これを起動し Settings＞DDE Link に行きます。 

 

 

ReceiveDDE fromat  

Orbitron を選びます。Query は 1Sec にしていま

すがそんなに頻繁でなくても良いです。「Save」 

 
   

次に Rotor の設定 

コントローラーの種類を選びます。 

GS-232 を選べばほとんど問題なく動きます。

TrackBox もあります。 



 

Baud Rate 、Port の設定をします。 

＊Bidirectional は通信の双方向を設定していま

す。 

＊EL180 度をお使いの方は Auto filp detect は

チェックを入れます。 

＊ローテータ起点 North(何もしない) South：

チェックを入れます。 

＊Az450degYaesu ローテを使っている方はチェッ

クを入れます。 

ステップ角度はローテータが行ったり来たり

してがたがたしないような値に設定します。 

Offset は重要です。これで太陽、月などに正

確に合わせる設定をします。ローテータコント

ローラーで 0から 360 度、0から 90 度（あるい

は 180 度）の設定を誤差が無い様に行ってくだ

さい。スマホをアンテナ直下に置いて 0と 360

で全く同じ位置になることを確認ください。EL

はマストとブームの重なりで確認ください。 

 その後 SDR-Console で SUN、または Moon を選

びアンテナがぴったり向くようにこの Offset を

調整します。磁石などで方向を合わせると７度

程度ずれます。リミット設定はありません。コ

ントローラー側で設定可能だと思います。 

ちなみに私は ST-2（USB、インドのコントロー

ラーLVB Tracker を使っています。） 

SDR Console からデータが入ると衛星名その

方向が表示されアンテナが動きます。

 

 

７．SDR Console External Radio 設定 

SDR Console の Option 設定で EX Radio を設定

しますと受信機の設定ができます。これではあ

りません。 

 

＊＊Satellite Option ではここで設定します。

 



 

OmniRig のソフトを入れておく必要があります。

 

 このサイトから DownLoad へ進みます。 

 

この 2個を選び、

 

 Rig データをここに上書きコピーしておきます。 

RigType を選びます。青↓Start を Stop にしてか

ら選んでください。IC9700 は 3 種（Adress＝a2h 設

定です。）IC9700 と IC9700-DAT はトラッキングしま

す。IC9700-sat はサテライトモードになるだけで

す。その他 VFO-B 設定、RIG2 の設定もできます。



 

双方向通信にすると、Rig の周波数を読みその値か

らドップラー計算します。（かなりややこしい〉 

 Baud Rate 、Port の設定もします。 

 

同一バンドでも送信周波数を設定できますのでコ

マンドの送信、ARPS の packet 送信、IO-117 の周波

数設定には便利です。例では 145.825MHz に設定さ

れ、トラッキング計算されて変化しているのが分か

ります。しかし、モード設定は正確に働かないこと

があります。注意して Rig で設定してください。

 

  

８．データの再生 

  Rec/Playback の Open を選びます。 

 

下記の表示が現れます。ここから必要なファイ

ルをクリックします。データファイルが無い時

には一度 Refersh を押してください。データが

流れます。周波数、モードを変更設定すること

ができ、取り逃がしたデータを再生できます。 

 

時間経過も分かります。ただし、これでデータ

化したものは受信時の時間が反映されません。

注意を！！ 

９．Keplerian Data を作る 

2-line の Keplerian Data を作ります。（Web な

どからコピーします。（カタログ NO.（赤部分）

が正確でないと働きません。）

 

 

これを C:\Users\自分の\AppData\Roaming\SDR-

RADIO.com (V3)\Console\Ident0 にコピーしま

す。（どこでも良いのですが他のデータがここに

あるので） 

Keplerian＞ADD>>TEXT FILE でこの File を

指定します。



 

 

ソフトスタート時に作ったファイルを自動読み

込みにします。 

ほかの衛星と同様に Select Satellite で指

定して使います。 

 

 この作ったデータは Edit File で編集ができ

ます。（青印） 

 

10．有ったらいいな 

a)アンテナ切り替え機、 

 電源を入れると、分配器につながります。私

は 4分配して、SDR,その他無線機に配分。Rig の

TX on で回路が off してこの回路を外します。 

 145M ,435M 2 台使っています。 

145M,435M の SDR 用出力にデュプレクサーを付け

てミックスして SDR に供給しています。 

後藤さん（JA3NAS、金子さん（JA1OGZ）の書い

た記事も載せます。

 

 

 

ｂ）ボリューム付き外部スピーカー  

SDR の音量調整はレコードソフト用になっていま

す。人間用はこれで調整。 

 

C) VB-CABLE  

SDR-Console で受信した音を別なソフトに転送し

ます。これのソフトは制限以上では有償です。 

SDR-Console の Audio 出力を VB-CABLE に指定し

ます。さらに、Sound-modem などのソフトの入力を



VB-CABLE に指定します。これにより PC 内で音源

のやり取りができます。（この音をスピーカーに出す

ときには少し苦労します。）

 

 

以上です。 

 

＊＊＊＊＊追加内容＊＊＊＊＊ 

＊More Option の External Radio 

設定するとこの画面になります。 

SDR＜＞RIG 双方向通信にすると周波数、モー

ドがそれぞれから変更できます。しかし衛星ト

ラッキングされた周波数は変更されません。あ

くまでもこの表示周波数です。 

 

 
 

 

＊＊ IC-9700 の設定 

まずは Icom のサイトから USB DRIVER を

Down-Load して入れてください。 

PC と IC-9700 を USB ケーブルでつなぎます。 

 PC のデバイスマネージャーを確認します。 

COM ポートが 2 個増えています。 

 
若い方が CI-V ポート、＋１が PTT ポートで

す。さらにシステムのサウンドを見ると 

 

 

スピーカー、マイクが増えています。（わかりや

すく名前を変えました。）これがオーディオ入出

力で、マイク、スピーカーに配線は必要ありま

せん。 

IC-9700 の設定は 

裏の CV-I 端子を切り離し  

IC-9700 CI-V Adress =a2h 

USE ポートから AF 入力、ハード TNC を使う

ときは ACC（裏の端子）にします。 

 マイクと共用化するとデータと音が混ざって

よろしくない。 

 



 

その他 PTT ポートもよく考えて設定ください。 

 

 

＊＊＊受信音をそのまま保存する方法。

Rec/Playback > 左端の Record  

 
フォルダーを指定して、Start。フォルダーに受

信周波数などの情報入りファイルができます。

 

 

 

以上です。 

 


